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『ヘンリー・エズモンド』における
　　　‘appearance’の問題
宇　貫 亮
　サッカレー（職lliam　Makepeace　Thackeray，1811－63）が1852年に古風な3巻本形式で発
表したrヘンリー・エズモンド』（Dという作品は，ヘンリー・エズモンドというアン女
王のころに生きたという架空の人物の「自身の手になる」回想録という形をとっている．
この作品には，ヘンリーの娘がつけたとされる前書きと，ヘンリー・エズモンド自身が回
想録を始めるに当たって巻頭に置いた序文とがあり，そのうち，ヘンリー・エズモンド自
身による序文は，古代ギリシアの悲劇を演じる仮面をつけた役者たちへの言及から始まる．
そして彼はその序文において，いわゆる「歴史」もこのような芝居と同じで，真実を語っ
ていないというのである．彼は，‘Iwould　have　History　fa皿iliar　rather　than　heroic’
（Bk．1，p．14）（2）と言い，「歴史」上の「英雄」たちの美化され飾り立てられた部分を剥
ぎ取って，一人の人間としての真実の姿を描くことを宣言する．ここで彼はルイXIVやア
ン女王を引き合いに出して，ルイXWは‘a　little　wrinkled　old　man，　px）ck－marked，　and
with　a　great　periwig　and　red　heels　to　make　h血1‘nk　tal’P’にすぎず，アン女王は‘a
hot，　red－faced　woman，　not　in　the　least　resembling　that　statue　of　her’で‘neither
better　bred　nor　wiser　than　you　and　me’だった，と言っている（Bk．1，pp．　13－14）．こ
の冒頭部分はいろいろな意味で興味深いものであるが，本論では，ここに早くも示されて
いる‘appearance’の問題に注目し，それを中心に据えて作品を見てみたいと思う．
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　回想録の本文は，1691年に，第4代カースルウッド子爵となったフランシス・エズモン
ドとその家族一妻のレイチェルと幼いビアトリクス，それにまだ赤ん坊のフランクー
がカースルウッドの屋敷にやってきて，そこでヘンリーと出会う，という場面から始まる．
この回想録の最初の段落の半分は，ヘンリーがいる’book－roo皿’とか‘yellow　gallery’と
いう名で知られる部屋に飾られているエズモンド家歴代の肖像画への言及に費やされてい
る．レイチェルは，夫たちよりも一足はやく，この部屋にいたヘンリーと出会うわけであ
るが，そこでこの肖像画は暗示的に使われている．ヘンリーが自分の名前を名乗った後に
次のような場面が続く．
　‘His　na皿e　is　Henry　Esmond，　sure　enough，　皿y　lady，’　says　Mrs．　Worksop
the　housekeeper　（an　old　tyrant　whom　Henry　Esmond　plagued　皿ore　than　he
hated），　and　the　old　gentlewoman　looked　significantly　towards　the　late
lord’s　picture，　as　it　now　is　in　the　family，　noble　and　severe－looking，
with　his　hand　on　his　sword，　and　his　order　on　his　cloak，　which　he　had
from　the　e皿peror　during　the　war　on　the　Danube　against　the　Turk．
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　Seeing　the　great　undeniable　l　ikeness　bet胃een　this　portrait　and　the
Iad，　the　new　viscountess，　who　had　still　hold　of　the　boy’s　hand　as　she
looked　at　the　picture，　blushed　and　droPPed　the　hand　quickly，　and
walked　down　the　gallery，　fol艮o冊ed　by　Mrs．　胃orksoP．（Bk．　1，　ch．1，　P．17）
　ここではtt先代の子爵の肖像画とヘンリーの間の’appearance’の類似が，ヘンリーが先
代の庶子Cbastard’）であることの証拠として暗示されている．しかしこれにはまだ問題
が残っている．たとえ‘appearance’が類似していようと，血縁関係があるという確実な証
拠にはならないし，もしもその類似が血縁関係を表しているとしても，庶子であるという
のが真実だとは限らないわけである．ヘンリーは，子どものころ彼を育てていた亡命ユグ
ノーの一家からカースルウッドに引き取られたときから，周囲からは庶子だと見られてき
たし，エズモンド家のなかでも跡取り息子ではなく，レイディー・イザベラの小姓という
役目におかれていた．つまり彼は，使用人とエズモンド家の血縁のどちらでもあるともど
ちらでもないともいえる微妙な立場におかれていたのであった．しかし，実際のところ彼
は一すくなくとも彼の記述によれば一，庶子ではなくて，トマス・エズモンドが第2
代子爵の女相続人であったイザベラと結婚して第3代子爵となる以前の妻との間の子であ
る．ここに‘appearance’のもつ人を惑わすものとしての問題点がある．この場面で，ワー
クソップというこの使用人とレイチェルとは，その先代の肖像とヘンリーの容貌の類似か
ら彼が先代の庶子であると判断するのだが，その解釈は間違っている．たしかに「外見」
は似ているし，そして「一一見」庶子のように「見える」かもしれないが，そのような‘ap－
pearance’は必ずしも‘truth’ではないのだ．そして逆に，第4代子爵となったフランシス・
エズモンドの相続の正当性こそが，‘appearance’だけのものでしかないのである．
　ところで，この相続問題は物語の最も重要な鍵の一つになっているわけだが，ヘンリー
が嫡子であることを第4代子爵となったフランシス・エズモンドに告げたのはボルト神父
であり，のちにレイチェルに知らせたのはレイディー・イザベラである，というのは興味
深い．この二人とも‘appearance’の問題と深くかかわっている人物である．ボルト神父は，
始終名を変え姿を変えてあちこちに出没しジェイムズH復位のための陰謀を画策するジェ
ズイットである．また，レイディー・イザベラは，’Lady　Jezebe　1’とあだ名される，厚化
粧のグロテスクな人物として描かれる．ヘンリーがカースルウッドに引き取られて初めて
イザベラに会ったとき，まだ子どもだった彼はこのイザベラの‘appearance’に当惑した，
と書いている．
　My　Lady　Viscountess’s　face　was　daubed　with　white　and　red　up　to　the
eyes，　to　whi¢h　the　paint　gave　an　unearthly　glare：she　had　a　tower　of
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1ace　on　her　head，　under　which　was　a　bush　of　black　curls　－　borrowed
cur且s　－　　so　that　no　wonder　韮ittle　Harry　Esmond　was　scared　when　he
was　f　irst　presented　to　her　－　　　．　．　．　　and　he　stared　at　her　with　eyes
almost　as　great　as　her　own，　as　he　had　stared　at　the　player－woman　who
acted　the　wicked　tragedy－queen，　when　the　players　came　down　to　Ealing
Fair．　　．　．　．　　She　wore　a　dress　of　black　velvet，　and　a　Petticoat　of
flame－coloured　brocade．　She　had　as　many　rings　on　her　f　i　ngers　as　the
old　woman　of　Banbury　Cross；　and　pretty　small　feet　which　she　was　fond
　　　　　　　　　with　great　gold　clocks　to　her　stockings，　and　white　panto－of showing，
fles　with　red　heels；　and　an　Odour　of　musk　was　sho6k　out　c）f　her　gar－
ments　whenever　she　m‘，ved　or　quitted　the　room，　leaning　on・her　tortoise－
shell　stick，　little　Fury［i．e．　her　spaniel－dog］　barking　at　her　heels．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Bk．　1，　ch．3，　　　　 　　 　　　P．34）
ここで見られるように，このイザベラは自然でも本質的でもない作りものでごてごてと塗
りたくられ飾り立てられた人物なのである．そして，物語中で冒頭からたびたび言及され
る，このイザベラの若いときの姿をモデルにした絵は一これは若く美しいイザベラが女
神ダイアナに仕える女狩人の姿に描かれているというものだが一，このグロテスクさを
アイロニカルに際立たせる．彼女は，その絵がいまだに自分と似ていると思っているのだ．
　　こうしたホルト神父やイザベラのようないわば‘appearance’の権化ともいうべき人物が，
ある意味で素朴であるフランシスたちの気づいていない‘truth’を暴露する，という図式
は，r虚栄の市』において素朴なアミリアではなく不実で虚栄に満ちたべッキーの方が早
くからジョージとドビンの真の姿に気づきしまいにはそれをアミリアに暴露する，という
図式と相似している；　‘appearance’を常に意識し自分たちの手でその‘appearance’を作り
上げているボルト神父やイザベラの方が，かえって‘appearance’にすぎないものをよく認
識できる，というサッカレー一流のアイロニカルな図式がここに見られるのである．
この図式からすれば，レイチェルはこのイザベラとは対照的な女性のはずである．実際，
彼女のヘンリーとの初対面の場面は，ヘンリrとイザベラの初対面の場面といかにも対，照
的である．
　　‘My　name　is　Henry　Esmond，’said　the　lad，　looking　up　at　her　in　a　sort
of　de　l　ight　and　wonder，　for　she　had　come　upon　h　im　as　a　Dea　Certe，　　 　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　a d
apPeared　the　most　charming　object　he　had　ever　looked　off．一一H百彌正den
hair　was　shining　in　the　gold　of　the　sun；　her　complexion　was　of　a　daz－
zling　bloom；　her　l　ips　s皿iling，　and　her　eyes　beaming　with　a　kindness
which　made　Harry　Esmond’s　heart　to　beat　with　surprise．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Bk．　1，．ch．1，　p．17）　 　　 　 〔下線は原文イタリック］
また，前述のワークソップの刺激的な暗示に思わず部屋を飛び出してしまったレイチェル
がしばらくして部屋に戻って来てヘンリーに詫びる場面にも，次のような描写がある．
To　the　very　last　hour　of　his　l　i　fe，　Es皿ond　remembered　the　lady　as　she
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then　spoke　and　looked，　the　rings　on　her　fair　hands，　the　very　scent　of
her　robe，　the　beam　of　her　eyes　l　ighting　up　with　surprise　and　kindness，
her　iips　blooming　in　a　smile，　the　sun　making　a　go正den　halo　round　her
hair．　　（Bk．　1，　ch．1，　pp．17－18）
　ヒリス・ミラー（J．Hillis　Miller）もこの対照について，‘The　first皿eeting　with
Isabella　cQntains　many　of　the　same　elements　as　the　first　meeting　with　Rache1．　It
is　a　grotesque　artificial　parody　of　that　meeting．’（3）と指摘している．しかし，だ
からといって，イザベラやホルト神父といった先代子爵家の方が“appearance’を代表し，
フランシスやレイチェルが‘truth’の価値を代表する，などと簡単な図式で割り切ること
はできない．既に見たように，フランシスが第4代カースルウッド子爵でいられる権利の
正当性も，‘appearance’にすぎないものである．実のところ，この‘appearance’の問題は，
物語で最も重要な一家であるこのフランシス・エズモンドー家において，非常に重大な意
味をもっているのである．そこでさらにこの一家と‘appearance’の問題の関わりを次に見
てみることにしよう．
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　フランシスの一家のたどる悲劇は，いわば’appearance’の悲劇と言ってもよいものであ
る．フランシスの一家は，カースルウッドの屋敷にやってくる前は，非常に幸福な生活で
あったらしいことが，何回かの言及で察せられる．ある意味では楽園的な生活であり，レ
イチェルの誘惑者であるヘンリーと出会うカースルウッドはもはや無垢な楽園ではありえ
ないととることもできるかもしれない．しかし，そのカースルウッド以前の生活が本当の
意味での幸福な家庭生活であったか，という点には疑問が残らなくもない．彼らの幸福は，
‘appearance’にすぎない危ういものではなかっただろうか．
　この一一家は美男美女揃いの家族で，‘appearance’を重視しすぎる傾向がある．そのため
ビアトリクスは小さいころから自分のかわいさ美しさを誇り順調にコケットへの道をたど
ることになり，フランクの方は容姿は美しく性格も陽気な人に好かれる人物ではあるが中
身は空っぽという父フランシスと同様の人物に成長するのである．そもそもフランシスと
レイチェルの結婚自体が，‘appearance’にもとついてのものであった．はじめのうち一
カースルウッドにやってきた当初ぐらいまで一は，それでも十分であった．というのは，
レイチェルが夫のフランシスの真の姿にまだ気づいていなくて，彼を強烈に神格化して偶
一78一
像崇拝していたからである．しかしこのようなあやふやな状態は長く続くものではなかっ
た．祀り上げられているフランシスの方はその地位にうんざりしはじめ，レイチェルの方
でも夫が実際のところどういう人物なのか，ということをわかり始めるのである．そして，
ヘンリーが天然痘を知らず知らずのうちにこの一家に持ち込んでしまったことをきっかけ
に，この一家の問題点が明確になるのである．
　この事件で，フランシスは，ビアトリクスを連れて，既に感染の疑いのあるレイチェル
とフランクとヘンリーを残してカースルウッドから逃げ出してしまう．結局レイチェルの
美貌はこの病で損なわれることになる．病の過ぎ去った後にレイチェルがひどく気にする
のも容姿に関してであり，自分の容姿が損なわれてしまったことを嘆き，ヘンリーに次の
ように言う．
‘SupPose　he　should　think　as　you　do，　sir，　that　I　am　hideous－yes，　you
said　hideous－he　will　cease　to　care　for　me．　’Tis　all　men　care　f｛｝r　in
women，　our　httle　beauty．　冒hy　did　he　select　皿e　from　among　my　sisters？
’Twas　on　l　y　for　that．　胃e　re　ign　but　for　a　day　or　two：and　be　sure　that
Vashti　knew　Esther　was　c【）皿ing．’　　（Bk．　1，　ch．9，　p．89）
また，この少し後には次のような場面もある．
　t．　．　．　　Come，　Frank，　come，　my　child．　You　are　we　i　l，　praised　be　heaven．
Your　locks　are　not　thinned　by　this　dreadful　smal1－pox：　nor　your　poor
T566　scarred－　i　s　it，　my　ange　1？’
　Frank　began　to　shout　and　whimper　at　the　idea　of　such　a　misfortune．
From　the　very　earliest　t　ime　the　y（）ung　lord　had　been　taught　to　admire
his　beauty　by　his　皿other：　and　esteemed　it　as　any　reigning　toast　valued
hers．　［下線は原文イタリック］　　　　　　　　　　　　　　　（Bk．　1，　ch．9，　p．89）
これらを見ると，この家族がいかに‘appearance’の問題と深くかかわっているかがよくわ
かるだろう．そして，この事件の後フランシスとの関係はレイチェルの予想したとおりの
事態になってしまう．このような試練を経てレイチェルは精神的に成長していく．一方の
フランシスは，それまでただ美しいだけのか弱い女で自分の言うことは何でもきくと思っ
ていたレイチェルが実は自分よりも優れた人間であることに気づくようになり，そのため
になお一層妻が煙たくなっていく．いわば，この二人は，いままでの関係を支えていたレ
イチェルの‘appearance’が奪われることで，互いの真実の姿に目覚めてゆくのである．
　やがてヘンリーはレイチェルの考えでケンブリッジに行くことになるが，3年目の夏休
みにカースルウッドに帰って来た彼が見たのは，フランシスが自分の連れて来たムーン卿
という人物を相手に酒と賭け事の日々を暮らし，ビアトリクスはまだ子どもながらコケティ
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シュになり，レイチェルはこうした夫と娘の姿を嘆き悲しみ，フランクは父からも母かち
も甘やかされてスポイルされてしまっている，という不幸のどん底ともいうべき家族の姿
であった．この不幸の原因の一つには，夫婦生活の破綻の他に，ある晩ひそかにカースル
ウッドを訪れたボルト神父によって，フランシスが，ヘンリーが庶子であるという認識に
基づいた自分の相続の正当性が‘appearance’にすぎず，本来の権利は正当な結婚による子
であるヘンリーにあるのだということを知らされたこともある．家族の家庭生活の問題と
社会的な地位や財産の問題とは，’appearance’の問題を通じて関連している．フランシス
ー家というのは，あらゆる面で‘appearance’に依存して成り立っていた家族なのである’．
レイチェルの‘appearance’が奪われることで家庭内における‘appearance’の問題が表面化
し互いの真実の姿を知るようになり，ボルト神父の密告で自分の地位すらも‘appearance’
にすぎないことが露呈される，すなわちそれまで気づかずにいた真実一自分たちの幸福
というものがいかに実体の無いものであったかという事実一を思い知らされることによっ
て，この一家は急速に不幸へと転落していくのである．その章（Bk．1，ch．11）のタイトル
には，こうした様子が’askeleton　in　the　house’と表現されている．まさにそれまで彼
らの目から実態を覆い隠していた‘appearance’が剥ぎ取られ彼らの生活の実体の無さが明
らかにされた結果‘skeleton’になってしまったのである．
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　このフランシスー家の女性たちとヘンリーの関係を考えるときにも，この‘appearance’
の問題は大いに関わってくる．
　レイチェルはフランシスの真の人間像に気づき始めるとともに，しだいにヘンリーへの
愛情の様相が変化していく．つまり，初対面のときの独りぼっちの子どもへの母親的な存
在としての愛情ではなく，一人の女性としての愛情を抱くようになっていくのである．だ
がこれは明らかにするわけにいかないものである．そこで彼女はそれを抑えようとするの
だが，ときおりそれが噴出してしまうことがある．若者となったヘンリーが村の居酒屋の
娘に恋してその家族のもとに頻繁に出入りして，その結果として天然痘をカースルウッド
の屋敷に持ち込むことになったとき，彼女は常にあらず激怒するのであるが，これは表面
的には家族とくに幼い息子のフランクを危険にさらしたことへの怒りという‘appearance’
を採っている．また，ヘンリー・エズモンドとヘンリー・ムーン卿が馬車に乗って転倒し
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大怪我するという事件のときには，彼女はより冷静さを失って，’appearance’を取り繕う
こともできないが，その表面に現れた反応を，それを見た人間の方が誤解することになる．
そのときの様子を，屋敷に帰る途中ヘンリー・エズモンドにフランクが次のように伝える．
　‘Yes，　Papa　says：　鱈Here’s　poor　Harry　killed，　my　dear；’　on　wh　i　ch　ma皿a
gives　a　great　screa皿；and　oh，　Harry　1　she　drく）ps　d〔珊n；and　I　thought　she
was　dead，　too．　And　you　never　saw　such　a　way　as　Papa　騨as　in：　he　swore
one　of　his　great　oaths：　and　he　turned　quite　pale；　and　then　he　began　to
器ws騨裏Lda畦，臨｝h£。1°曾t織8dt倉1：、1’云。琶゜9：S・、？畠dd置雪、1含、
water　on　to　mam皿a．　Oh，　she　was　so　frightenedr　（Bk．1，　ch．13，　P．147）
ここで，フランシスは‘Harry’という言葉でヘンリー・ムーン卿を指しているつもりなの
だが，それをヘンリー・エズモンドのことを言っているのだと誤解したレイチェルは我を
失ってしまう．そしてそれを見たフランシスの方は，その反応をレイチェルがムーン卿を
愛している証拠ととらえ，ヘンリー・エズモンドへの愛情の表れなどとは考えもしないの
である．たとえ表面に表れたものが真実を語っているにしても，それを解釈する人間が正
しく解釈するかどうかは別問題というのは，冒頭のヘンリー・エズモンドと先代の子爵の
肖像との類似の問題と同様である．ここでもまた，‘appearance’と‘truth’のずれが重要
，な意味をもってくる．この誤解が，結局，フランシスとムーン卿の決闘およびその結果と
してのフランシスの死へとつながっていくのである．そして，決闘の罪で投獄されたヘン
リー・エズモンドを訪ねて来たときにレイチェルが示すヘンリーへの激しい怒りとひそか
ないたわりの入り混じった態度は，レイチェルがヘンリーへの愛情を隠そうとするあまり
に，フランシスを死なせたといってヘンリーを糾弾する激しい怒りという‘appearance’を
採っているのだと考えられる．
　このように，レイチェルのヘンリーへの愛情が常にヘンリー以外の人物への愛情という
‘appearance’を採っているのと同じく，ヘンリーのレイチェルへの愛情も，長いことビア
トリクスへの愛情の陰に隠れている一というより，ヘンリーがそれを自覚しているのか
どうかも疑わしいほどである．しかし，それもまた，レイチェルが思わず自分の真の愛情
を露呈しまうのと同様に，ヘンリーが無意識的にそれを露呈してしまう場面がいくっかあ
る．その一つが，ヘンリーがビアトリクスに求婚する際のヘンリーの言葉である．
　t．　．　．　　How　long　was　it　that　Jacob　served　an　apPrenticeship　for
Rachel？，
　‘For　mamma？’　says　Beatrix．　‘Is　it　mamma　your　honour　wants，　and　that
I　shou　ld　have　the　hapPiness　of　calling　you　papa？’
　Esmond　blushed　again．　　（Bk．皿，　ch．3，　P．357）
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また，ヘンリーがビアトリクスをモデルにジョカスタ（Jocasta）．という女性の話を作ると
いうエピソードでも，このジョカスタというのが伝説のオイディプスの母親であるという
ことから，母親的存在であるレイチェルへのヘンリーの愛情の無意識的な表れととること
ができる．ヒリス・ミラーは，‘Beatrix　and　the　reader　understand　thatHenry’　s　true
Rachel　is　Rachel　Castlewood．　．　．　．　　In　．the　same　way，　Henry　means　Beatrix　by　Jo－
casta，　but　the　reader　understands　that　his　true　Jocasta　is　Rachel’（4）と指摘して
いる．
　しかし，ビアトリクスへの長年の恋慕が，レイチェルへの愛をごまかすための，ま’った
くの‘appearance’にすぎない，といったら間違いであろう．むしろこのビア’トリクスへの
ヘンリーの愛を考える場合，‘appearance’の問題はビアトリクス自身と強く結びついてい
ると考えたほうがよいだろう．実際，ビアトリクスは，既に見た‘appearance’の権化とも
’言うべきイザベラをさまざまな点で反映している人物である．彼女は自分の美しい容姿を
武器に世の中を渡り歩き，より良い条件での結婚を追い求め，やがて国王のお気に入りと
なり，ついには美貌の衰えとともに捨てられるという人生を歩むのである．
　戦争から戻ってウォルコートの屋敷にやってきたヘンリーは，もはや以前の子どもでは
なく‘dazzling　completeness　of　beauty’（Bk．　H，　ch．7，　p，217）の女性となったビアトリ
クスに惹かれる．この後ヘンリーはビアトリクスを強く求め続けるのだが，ヘンリーは，
決してビアトリクスの本性に気づいていないわけではない．しかしビアトリクスの魅力に
抗しきれないのである．回想録の語り手である・年老いたヘンリー・エズモンドは次のよう
に書いている．
Es田ond’s　mistress　had　a　thousand　faults　beside　her　charms：　he　knew
both　perfectly　well1　She　was　i　mperious，　she　was　i　ight一皿inded，　she　was
flighty，　she　was　false，　she　had　no　reverence　in　her　character；　she　was
in　everything，　even　in　beauty，　the　contrast　of　her　mother，　who　was　the
most　devoted　and　the　least　selfish　of　women・　Wel1・　from　the　very　f氏rst
moment　he　saw　her　on　the　stairs　at　Walcote，　Es皿ond　knew　he　loved
Beatrix．　（Bk．正1，　ch．15，　pp．298－299）
また，ビアトリクスが地位や名声や賞賛ばかり追い求める世俗的な人間で決してヘンリー
を幸せにするような女性ではないことをレイチェルが指摘したとき，ヘンリーは次のよう
に言っている．
‘．　．　．　　I　would　have　had　a　l　ittle　fame，　that　she　might　wear　in　her　hat．
If　I　had　anything　better，　I　would　endow　her　with　it．　If　she　wants　my
life，　I　wぐ）uld　give　it　her．　If　she　marries　another，　I　will　say　God
bless　him．　1　皿ake　no　boast，　n｛）r　no　complaint．　I　think　皿y　fidelity　is
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folly，　perhaps．　But　so　it　is．　I　cannot　help　myself．　I　love　her．　You
are　a　thousand　ti皿es　better：　the　fondest，　the　fairest，　the　dearest，　of
騨omen．　Sure，　　　　　　 　　　my　dear　lady，　　　　　　　　　　　　I　see　all　Beatrix’s　faults　as　well　as　you
do・　But　she　is　my　fate．　’Tis　endurable．　I　shall　not　die　for　not　having
her．　　　　I　think　I　should　be　no　hapPier　if　I　won　her．　Que　voulez－vous？　as
皿y　lady　of　CheIsea　would　say．　Je　1’ai皿e．’
　　　　　　［下線は原文イタリック］．　　　　（Bk．　ll，　ch．15，　pp．300－301）
　結局，ヘンリーは，ビアトリクスが気に入ってくれるような地位と名声を手に入れるた
めに，大胆な陰謀を仕組むのである．それほどのものが，レイチェルへの気持ちを隠すた
めの単なる‘appearance’にすぎないとは考えにくい．レイチェルへの愛情とビアトリクス
への愛情とは性質が異なっているものだ，と考える方がよいだろう．この性質の違いを考
えるとき，レイチェルとビアトリクスの対照的な人物像が鍵となる．天使のような女性で
あるレイチェルは，まさに世俗とは反対の天国的な価値観の代表であり，‘appearance’を
武器により良い条件で自分を売ろうとするビアトリクスは世俗的な価値観の代表である．
それは次に引用するレイチェルの言葉によく表れている．
‘This　worldliness，　which　I　can’t　comprehend，　was　born　with　Beatrix，
who，　　　　on　the　f　irst　day　of　her　waiting，　was　a　perfect　courtier．　Ve　are
like　sisters，　　　　　　　　　　　and　she　the　eldest　sister，　s【⊃皿ehow．　She　tells　me　I　have
a　mean　spirit。　I　laugh，　and　say　she　adores　a　c〔，ach－and－six．　I　cannot
reason　her　out　of　her　a皿bition．　’Tis　natural　to　her，　as　to　me　to　love
quiet，　　　　　and　be　indifferent　about　rank　and　riches．　What　are　they，　Harry？
and　for　how　long　do　they　last．　Our　home　i　s　not　here．’　She　smiled　as
she　spoke，　and　looked　like　an　angel　that　was　only　on　earth　on　a　visit．
‘Our　home　is　where　the　just　are，　and　where　our　sins　and　sorrows　enter
not．　My　father　used　to　rebuke　me，　and　say　that　I　was　too　hopeful　about
Heaven．　　　　　　But　I　cannot　help皿y　nature，　and　grow　obstinate　as　I　grow　to
be　an　old　woman．　．　．　．　’　　 　　 　　　 　　　　　　 　 　（Bk．且，　 　　　ch．15，　　　　　　p．300）
この引用の中にも見られるが，物語中でたびたびレイチェルとビアトリクスが，母娘で
あるにもかかわらず姉妹のように見えるなどと言及されるのも興味深い．最初のころは，
ビアトリクスも子供であったが，レイチェルもまた‘Achild，　the　mother　of　other
children’（Bk．1，ch．9，　p．96）であった．レイチェルは試練を経て精神的に成長するが，
ビアトリクスが成長して社交界に出入りするようになると，洗練された美人であるビァト
リクスは，レイチェルの姉妹，それも姉の方であるかのように見えるようになる．ヘンリ
ーの最終的なビアトリク・スへの幻滅の場面では，‘The　roses　had　shuddered　out　of　her
cheeks；her　eyes　were　glaring；she　1（nked　quite　old．’（Bk．皿，　ch．13，　p．459）と描か
れる．ようになる．‘appearance’とは対照的な内面的精神的で天国的な不変の価値を代表す
るレイチェルが一向に年をとらないかのごとく若さを保っているのに対し，‘appearance’
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の世界に生き世俗的な価値を代表するビアトリクスの若さや美は，移ろい衰えていくもの
なのである．こうした二人の女性に対して抱くヘンリーの愛情も，それぞれの女性の代表
する価値観と結びついたものであるといってよいだろう．つまり，ヘンリーのレイチェル
への愛情というのはごく精神的で天国的なものであり，一方ビアトリクスへの愛情という
のは，ヘンリーの世俗的な立身出世などの願望と結びついたものなのである．バーバラ・
ハーディー（Barbara　Hardy）も指摘しているように，レイチェルへのヘンリーの愛情は
‘darkly，　reticently，　obliquely’に描かれ，ビアトリクスへの愛情は対照的に’openly，
visibly，　nakedly’（5）に語られるが，それは，この二人の代表する価値観の違いおよび彼
女たちに対するヘンリーの愛情の性質の違いに呼応したものだといってよいだろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　‘appearance’の問題は，ビアトリクスの代表するような世俗の価値観や願望と深く結び
ついている．“appearance’と深く関係のある先代のイザベラやホルト神父は，世俗的な立
身出世願望を強くもち，陰諜をめぐらす人物であった．今度ヘンリーが仕組んだ陰謀とい
うのも，‘appearance’と強く結びついたものである．というのも，それは，従軍して大陸
にいるフランクが亡命中のジェイムズ王子と同い年で年格好も似ているということを利用
し，ジェイムズ王子の描きかけの肖像画にヘンリーが手を加えてフランクの衣服を着た姿
にして，フランクの肖像画といって当時ケンジントンに住んでいたレイチェルたちのもと
に送ることから始まっているのである．そして，王子にフランクの格好をさせてイギリス
に入国させ，アン女王に密かに会わせ，アン女王の莞去とともに王城に乗り込んで即位さ
せようというのである．
　ここには，アイロニカルな‘appearance’と’truth’の混乱もある．ジェイムズ王子は第5
代子爵フランクに化け，ヘンリーとフランクはその従者ということになっている．王子は
王子でなく，子爵フランクは子爵フランクでない．しかも実質的に彼らに指図しているの
はヘンリーである．だがこれは，一方では真実の反映でもある．ジェイムズ王子の呼び方
は初めのうちの‘king’から‘prince’ついには‘pretender’と変化していくが，彼が正統の
王子であるというのは，ヘンリーがそう認めているからにすぎないのである．また，フラ
ンクが父フランシスの死後第5代子爵となっていられるのも，ヘンリーが自分の正統性を
示す証拠を隠したままにして相続権を主張しないでいるからである．彼らの権威というの
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は，これもまた‘appearance’にすぎないのである．
　この陰謀の破綻は，物語のクライマックスである．ビアトリクスがジェイムズ王子を誘
惑し，その誘惑に乗った王子は，ビアトリクスを追ってケンジントンの屋敷を離れカース
ルウッドに行ってしまう．このことに気づいて後を追ったヘンリーとフランクは，カース
ルウッドの屋敷に入り込んで王子を見つけ，激しく非難し，王子を否定することを宣言す
る．このとき，ヘンリーは，先代の子爵が王子の父君から手に入れた侯爵位の約束の書類
やヘンリーが正式な結婚による子であることを証明する書類などを焼き，相続の権利を最
終的に放棄する．ここではじめて，フランクは名実ともに第5代子爵となり，ヘンリーの
立場の‘appearance’と‘truth’も一致するのである．ここに‘appearance’と‘truth’の混
乱は解消するのである．
　王子への幻滅とビアトリクスへの幻滅は同時に起こる．カースルウッドに行ったビアト
リクスと王子の後を追いながら，ヘンリーはビアトリクスの救いがたい本性に完全に幻滅
する．カースルウッドの屋敷で最後に彼女に出会う場面で，先ほど引用した‘she　looked
quite　old．’という文の後に，次のような描写が続く．
1呈1騰ll　ll・黙ld茸臨e撚ll？llllll勲櫨糀e
as　i　f　she　couId．
　But　her　keen　words　gave　no　wound　t（》晒r．　Esmond；　his　heart　was　t（x｝
　　　As　he　looked　at　her　he　wondered　that　he　could　ever　have　lovedhard．
her．　His　love　of　ten　years　was　over；　it　fell　down　dead　on　the　spot・　at
齢魍雫嘉撒悸守ず別k灘臨llep呂？ll・9：1・曾f　Eik°n
ここにおいて，ビアトリクスの‘appearance’はヘンリーにとって何の価値ももたない，む
しろ醜悪にさえ見えるものになってしまう．そして，この段落の終わりe：　‘Ihave　never
seen　her　from　that　day．’（Bk．皿，　ch．13，　p．460）と語っているとおり，この時を最後に
ヘンリーの前から‘disappear’する．これは，ビアトリクスとの決別である．
　さらにヘンリーは，ジェイムズ王子をカースルウッドから連れ帰る途中で，新しい王の
即位を知らせるトランペットの音を聞き，自分たちの陰謀が破れたことを知る．
　With　the　sound　of　King　George’s　trumpets，　all　the　vaiり　hopeS　‘，f　tりe
weak　and　foolish　young　Pretender　were　blown　away；　and　wlth　that　皿uslc・
t…1・ay　say・the　d「a皿a°f　my°“”　1‘fe　”H9、？黙、．13，，P．、461．462）
この時ヘンリーの‘the　drama　of　my　own　hfe’が終わったということは，その‘the　dra皿a
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of　my叩n　life’がヘンリーのすべての世俗的な欲求一功績を挙げ地位と名声を得てそ
の結果世俗的価値観の代表である美女ビアトリクスを手に入れること一と結びついたも
のであったことを示している．ビアトリクスへの幻滅とジェイムズ王即位の陰謀の失敗は，
ビアトリクスへの愛情とつながっていたヘンリー一の世俗的な願望や，その願望のもとになっ
ていたビアトリクスの生きている‘appearance’の世界とその世俗的で移ろいやすい価値観
との決別でもある．
　さきほど見たように，ヘンリーは，ビアトリクスとジェイムズ王子に幻滅したとき，自
分の身分の正統性を示す証拠書類を焼き，完全に権利を放棄して，それによってヘンリー
の‘appearance’と‘truth’は一致することになった．一方，レイチェルは，真の愛情の対
象を隠そうとしてきたのだが，ヘンリーがビアトリクスへの愛から醒めたため，それを隠
す必要はなくなった，つまりレイチェルの側でも‘appearance’と‘truth’の一致を見るこ
とになる．また，フランシスの家庭の幸福は‘appearance’に基づいたものであったために
‘appearance’が奪われ‘truth’が明らかになるとともに破綻してしまったのだが，ヘンリ
ーにとって最初の出会いのときに完壁な女神のようであったレイチェルは，このときまで
にもはや女神でもなんでもなくなっていた．彼はレイチェルの美点とともに弱点も知るよ
うになっていて，それゆえある意味では彼にとってレイチェルの‘appearance’はすでに奪
われ‘truth’を知るようになっていたのである．こうして‘appearance’と‘truth’の間のず
れが解消されて，彼らの結婚という結末に収敏する．上に引用した箇所に続いて，このレ
イチェルとの生活の性質が語られている．
That　hapPiness，　冊hich　hath　subsequently　crowned　it，　cannot　be　written
in　騨ords；　’tis　of　its　nature　sacred　and　secret，　and　not　to　be　spoken
of，　though　the　heart　be　ever　so　full　of　thankfulness，　save　to　Heaven
and　the　One　Ear　alone－to　one　fond　being，　the　truest　and　tenderest
and　purest　wife　ever　田an　was　blessed　with．　　．　．　．　　Sure，　love　vincit
omnia；　is　i皿measurably　above　all　ambition，　皿ore　precious　than疏一
more　noble　than　name．　He　knows　not　l　i　fe　who　knows　not　that：　he　hath
not　felt　the　higりest　faculty　of　the　soul　who　hath　not　enjoyed　it．　In
the　りame　of　my　wlfe　I　write　the　co皿pletion　of　hope，　and　the　su皿皿it　of
hapPlness・　To　have．sucり　a　love　is　the　one　bIessing，　in　comparison　of
朧ea晶、ρa繍ま賊夢1ア瑚ue；（鮒ρ1贈義゜S．18ES　ls　t°
内面的精神的で天国的な不変の価値を代表するレイチェルとの生活というのは，ここにも
書かれているように，本質的に‘sacred　and　secret’なものであり，彼女の純粋な愛情と
いうのはすべての世俗的な野心や財産や名声よりもはるかに価値のあるものなのである．
この中で述べられている　‘ambition’，‘wealth’，‘name’，‘all　earthly　joy’といったも
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のは，ジェイムズ王子の即位に賭けられていたものであり，なによりビアトリクスと結び
っく世俗的な価値観であり，それがここではレイチェルの前にその価値を否定されている．
ビァトリクスやジェイムズ王子や爵位などといったものに決別することで，富や名声や身
分などが評価されるビアトリクス的‘appearance’の世界一サッカレーの得意な言い方を
するなら‘Vanity　Fair’的世界とでも言うべき世界一の世俗的な野心を超えた，その名
も「ヴァージニアcVirginia’）」という無垢の新世界での真実純粋な天国的な愛に満ちた
生活へと移って，この物語は決着するのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結
　以上見てきたように，この物語において‘appearance’の問題は重要な意味をもっている．
‘appearance’は，まず第一に人を惑わすものである．そのためにヘンリーは庶子であると
見なされ，そのために第4代子爵となったフランシス・エズモンドの破滅の一因となって
いく．フランシス・エズモンドの破滅は，まさに‘appearance’の悲劇である．自分たちの
地位も財産も‘appearance’にすぎず，またレイチェルとの夫婦生活という家庭の幸せさえ
も‘appearance’によったものであったことが明らかになったとき，彼は急速に破滅の道を
転げ落ちてゆくのである．そして，レイチェルの表面に現れた激情を誤解することで，致
命的な決闘へ向かうのである．そして，このような‘appearance’を奪われたレイチェルは
真実の価値に目覚めていくのである．‘appearance’は，また，世俗的な価値観と深く結び
ついている．この価値観の世界を代表するビアトリクスは，‘appearance’を武器により良
い条件で自分を売ろうとする野心的な女性である．ヘンリーの世俗的な願望はこのビァト
リクスへの愛情と同質のものであり，ビアトリクスとの決別はそうした野心や願望との決
別を意味している．そして最後には‘appearance’ばかりの‘Vanity　Fair’的世界を抜け出
して，真実価値のあるレイチェルとの生活に入ってゆくのである．
　だが最後にまだいくつか問題が残る．まず，この物語は回想録という性質上，すべては
ヘンリーの目に映ったように描かれる，ということである．また，回想録の最後に，投獄
されているヘンリーのもとを訪れた際にひそかに持ち帰った金ボタンをレイチェルが後生
大事にもち続けたことが言及されるが，これはまるでヘンリーを偶像崇拝しているように
見える．ヘンリー自身の‘appearance’と‘truth’は実際のところどうなのだろうか．それ
からもう一つの問題は，天国的な生活というのは本当に幸せなものなのだろうかというこ
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とである．ヘンリーは‘the　drama　of　my　own　life　was　ended’と言っているし，随所で自
分が既に死んだ人間であるかのような表現を使ったりもしている．天国というのは，一方
では，死者の国でもあるのだ．ヴァージニアでのレイチェルとの天国的な生活というのは，
ヘンリーが強調しているほどすばらしいものなのだろうか．また，続編とされる『ヴァー
ジニアンたち』（The　Virginians，1857－59）では’appearance’の問題はどのように扱われ
ているのか，という問題も興味深い．しかし，これらについて論じるためには，ここまで
書いてきたのと同量かそれ以上の論文が必要になるであろうから，それらについてはまた
別の機会に論じることとしたい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
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